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雑誌『共産党人』，『党的生活』の論文目録

抗H戦争中華北華中一帯に広がった中共の根拠地，各

辺区では，各種の機関誌を発行していた。それらの中で，

最も代表的で，また今日われわれが利用できるものは，

1937年から1941年まで，中共中央の機関誌として発行さ

れていた『解放』である。その他の雑誌については，そ

れらが延安時期における中共の理論的発股や，組織活動

を分析した重要な論文を含んでいるにもかかわらず，残

念ながら，まだ一般的に利用しうる段階には至っていな

し‘o

中共が延安時期に出版していた党の専門的機関誌『共

産党人』の存在については，言うまでもなく， 『毛沢東

選集』に集録されている毛の論文「『共産党人』発刊の

ことば」によ って知られている。筆者は1963年に台北に

滞在していた際，司法行政部調査灼の図書館において，

ここに所蔵されている多くの雑誌類を閲覧する機会をえ

た。台北には『共産党人』は残念ながら 5期分だけしか

所蔵されていなかったが，閲覧の際，わたくしが作ったIJ 

録によ って，この雑誌に載せられている論文名を， 『党

的生活』誌の内容とともにここに紹介しておきたいと思、

う（司法行政部調査）司凶害館の資料状況については，『ア

ジア経済』 1965年2月号の拙稿「台北における中共研究

と資料の状況」を参照されたい）。

1939年10月に雑誌『共産党人』が発刊された理山につ

いて，毛沢東はその「発刊のことば」の中で，次のよう

にのべている。

「党中央では早くから党内刊行物の出版を叶画してい

たが，いま，それが実現されることになった。全国的

範囲での，広い大衆性のある，恩想的，政治的，組織

的に完全に強固な，ボルシェビキ化された中国共産党

を建設するためには，このような刊行物が必要であ

る。その必要性は，当面の時点において，いっそう明

らかになっている。当面の時点の特徴は， 一方では，

抗日民族統一戦線内で投降の危険，分裂の危険，後退

の危険が日ましに増大していること，また，他方では，

わが党がすでに狭いわくからぬけだして，全国的な大

きな党になったことである。党の任務は，大衆を動員

して，投降の危険，分裂の危険および後退の危険を克

服するとともに，おこりうる突発事件のなかで党と革

命に予期しない損害をこうむらせないように，おこ リ
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うる突発事件にそなえることである。このようなII寺｝，l＿、し

において，このような党内刊行物の出版は，まことに

必要なことである。

この党内刊行物は， 『共産党人』と 名づけられる。

その任務はなにか。それにはどういうものが掲載され

るか。それは党のほかの機関紙とどうちがうのか。

その任務とは，全国的範囲での，広い大衆性のある，

息想的政治的，組織的に完全に強固な，ボリ シェビ

キ化された中国共産党の建設をたすけることである。

中国革命の勝利のためにこのような党を建設する必要

が切迫しており，このような党を建設する土観的，客

観的条件も，すでにだいたいそなわっていて，この(:'f

大な建設工事もげんに進行中である。この偉大な工事

の進行をたすける任務は，一般党機関誌がにないうる

ものではなく， どうしても専門の党機関誌がなければ

ならない。これが『共産党人』出版の理由である。」

」939年から1944年にかけて，中共は延安の整風運動を

はさんで，党の建設問題に関して，きわめて多くの論文

を急激に生みだしている（『アジア経済』 1965年 3 月号•の

拙稿「劉少奇著『共産党員の修養を論ず』の延安｝瓜型」

を参照されたい）。このような党建設理論の噴出は，毛沢

東のことばからもうかがえるように，延安時期以後，抗

ト1戦争の過程で急激に膨張した中共が，党の組織活動の

強化と統一を叶るために，党員の再教育を必要としたか

らであった。

『党的生活』は華中の江北党務委員会の編集になるも

のである。 『共産党人』が党中央の機関誌であるのに対

して，これは地方的な雑誌である。 「発刊のことば」を

霜いている張雲逸は， 1942年には新四軍第二師師長であ

った。 『党的生活』のほかに， この時期における地方的

な党務関係の雑誌の中から，主要なものをあげると，中

共淮南区党委編印『淮海斗争』，中共淮南蘇院辺区区党委

編印 『tiL南党刊』，中共快廿寧辺区党委出版『団結』，中

共准北区党委組織部編印『党内通訊』，新四軍第四師政治

部出版『払暁雑誌』等がある。これらの雑誌も『共産党

人』，『党的生活』と同様に，「党内刊行物」である。『共

産党人』の最後のページには， 「本刊編委啓事二則」と

して，次のように記されている。

「(1) 説者は『共産党人』の秘密を守って もらいたい。
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『共産党人』は党内刊行物であって，閲読は党内同志の

みに限定する。『共産党人』は非売品であり，党外で販

売してはな らない。『共産党人』を読む同志は，それぞ

れその保管に注意し，紛失してはならない。(2)『共産

党人』への投稿を求む。 『共産党人』をよくするため

に，われわれは，それぞれの戦線での工作をしている

同志，特に責任ある地位の同志が，以下の問題につい

ての原稿を多く寄せてくれることを，心より希望し歓

迎する。（イ）党の建設という事業における各種の問題，

（口）党の実際工作に関する総括的文章，り学習戦線にお

ける心得， 質疑，討論，（二）党員の中での模範的，ある

いは立派な行為の紹介」。

△『共産党人』編輯委員会編，『共産党人』

く創刊号＞1939年10月

毛沢東，「発刊詞」

「中央政治局関於章固党的決定 (1939年8月25日）」

王稼祥， 「為中国共産党的盆固和堅強而闘争」

洛甫，「共産党員的権利与義務」

劉少奇，「論公開工作与秘密工作」

陳雲，噂固党与戦区的群衆工作」

李富春「関於新老幹部的問題」

楊松，「関於宜伝鼓動工作及其方式」

孔原，「関於反奸細闘争的錯誤認識」

楊清「共産党員被捕時的処理与気節問起」

楊超，「研究党的建設的認識和方法」

「拡大的中共中央第六次全会関於各級党委暫行組織

機構的決定」

「拡大的中共中央第六次全会関於各級党部工作規則

与紀律的決定」

く第2期＞11月

陳 雲，「開展群衆工作足H前地方工作的中心」

洛甫，「略談党与非党員群衆的関係」

李富春「八路軍作戦区的群衆工作」

羅邁「論党的組織結構与民主集中制」

孔原，「必須把党的警悦性提到最高度」

楊清「論益固挟西的党」

白 應l5,「自首問題」

（支部通訊）

張鼎丞，「介紹新四軍的一個模範支部」

林楓「介紹幾種関於支部流動訓練班的方式」

李心清「献給倣初中或小学教師的同志『り」

く第3期＞12)J

「中央関於吸収知識扮子的決定」

趙毅民，「反対恐濯与排斥知識扮子的現象」

父思奇，「共産党与知識扮子」

細邁，噂甘寧辺区内部的統一戦棧，階級政策与共

産党」

王鶴翡 「目前幹部政策中幾個問題」

徐一新，「関於非党幹部工作中的幾個問題」

李兆柄，「消滅資本主義意識在留守部隊中的反映」

＜通訊＞

繭林，「晋業察辺区党組織底党内教育是忠様進行

的」

孫力余，「九十両月中央直属各機関学校在職幹部学

習新的収穫」

楊英傑，「延川県萬居区三郷的階級関係及人民生活」

く第4期＞1940年2月

「中国革命与中国共産党」

洛甫，「党的工作中的一個基本問題」

若飛「準備根拠地変為遊撃区的武装斗争」

希 晉， 「目前戦区遊撃小組的効能及其領導問題」

羅邁「論党内鉄的紀律」

「総政治部党務委員会，関於開除劉振球党藉的決定」

胡耀邦，「擁護閲除劉振球的党藉為党的事業奮闘到

底」

李大章，「忠様開展群衆的社会教育」

く農村通訊＞

中央党校，「延川実習団楊英傑等，延川県萬居区三郷

支部的特点，党員和幹部」

く第12期＞1940年11月20日

「関於在獄同志和救済互的作指示」

「中央宜伝部関於充実和健全各級宣伝部門的組織及

工作的決定」

「関於各抗H根拠地文化人与文化人団体的指示」

「中共宜伝部関於各抗日根拠地内党支部教育的指示」

「中央宜伝部関於中日青年的通知」

「中央宜伝部関於提高延安在職幹部教育質量的決定」

王 明，「論罵列主義決定策略的幾個基本原則」

高閾「反対官僚主義」

謝党哉「論郷市民主制度的重要及其実施」

「一個学生群衆斗争中的経験」

△『党的生活』編輯委員会編，『党的生活』，江北党務委

員会編印。

く創刊号＞1941年 l)]

張雲逸，「発刊詞」
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江北党委会，「関於開除儲精益党籍的決定」

郡子恢，「従儲精益逃胞論到党内思想斗争」

張凱，「関於拡大党内民主範囲決定執行中的初歩

検討」

梁国斌，「翠固革命的先鋒組織開）刷反動揺叛変的斗

争」

陳辛人，「目前宣教方針応注意的幾点」

く 2期＞

蜀子恢，「対院南事変的基本認識」

張勁夫，「略論軍隊中党的組織問題」

江北党委会，「関於党員組織関係転移手続的決定」

江北党委会，「関於在職幹部教育的決定」

陳辛人，「糊応中央関於幹部学習的号召」

登li徳明，「加強対青年工作的領導」

張鼎丞，「介紹新四軍的一個模範支部」

江北党委会，「関於拡大党内民主範囲的決定」

く 3期＞

張凱，「整訓部隊中的党」 (1941年 3月1111)

張勁夫，「論党性鍛錬」 (1941年 3月15日）

洪映，「略談党内教育問題」 (1940年 3月）

陳辛人， 「幹部教育現状与改造的意見」

梁国斌，「論革命気節」

林檎「忠様倣党報通訊員」

啓嵐「如何開鼎短期党訓班」

余 路，「八路軍支部工作介紹」

厖文新，「特務二連的支部工作」

く 4期＞1941年 4月

「中央関於時局与政策的指示」 (1940年12月）

「中央関於湖西地区反托斗争中所表現的厳重錯誤的

決定」 (1941年 4月20日）

鄭位三，「個人主義与工作作風—在『三一八』政エ

会議上的発言ーて」

羅 邁，「映廿寧辺区内部的統一戦線，階級政策与共

産党」

方志明，「我『り忠様進行創造模範党員」

く 5期＞

「関於増強党性的決定」（中共20週年記念H，中央政

治局）

「加強党性鍛錬」（解放 1::I報社論）

「中央関於調査研究的決定」（民国30年 8月 1I:I） 

鄭位三，「関於加強党性問題，在師直属隊及四旅党員

幹部会厳上的報告」

師政治部，「関於討論加強党性問題的通知」
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師政治部，「関於創造模範支部党員的指示」

江騰蚊，「一個支部対挙固部隊工作的経験教訓」

く支部通訊＞

方志明，「幹部問題上的新情況」

殿陛，「談談会報制度」

総政治部党委会，「関於姜斉賢同志錯誤的決定」

く 7期＞

「師政治部対春季幹部審査工作的指示，師党委会関於

取消在高敬亭錯誤領導下所執行的不止確処分的決

定」 (1942年 1月20日）

饒漱石，「論加強党性的重要性及如何加強党性問題」

洛 甫，「提唱撲素与切実的工作作風」

師哲訳， 「反対誇張和空咳」 (1940年 5月21二I)

（フ ラ゚ウダ社説）

「中央組織部関於審査幹部経験的初歩総結ーー中央

組織部」

「師政治部初歩審査幹部的経験教訓」

注佑治，「幹部審査工作中幾点実際経験介紹」

程 明，「師衛生部幹部審査工作的経験教訓」

方志明，「略談模範支部（党員）創造後的工作」

「機関支部工作」（転載戦士報）

李 水，「一個模範支部在挙固部隊上経験的介紹」

快達夫，「党性鍛錬的自我検討」

く 9, 10期＞1941年 5月

区党委，「辺区党委関千加強農運限期建立各県農救

的決定」

陳少敏，「加強党対各級政権的領導」 (1941年5)j10

l::l) 

呉祖胎，「論領導的深入間題」 (1941年 5月7日）

蘇 星，「論加強敵伯区城市工作」

陳少敏，「遊撃小組在堅持辺区遊撃戦争中的作用」

(5月7日）

区党婦委，「区党婦委関干切実建立婦女試験区的指

示信」

暉丈華，「忽様在支部中開講『党員須知』」

楊震，「対李緒施拾叛変事件的認誤」

王光力，「県級幹部審査的一些経験」

諏扶平，「我佃在領導当中的点滴経験」

王汝輝「借根斗争」 (1941年4月 1日）

<14期＞

区党委「関於認真執行三三制和徹底進行民選的決

定」 (11月20日）

劉 誠，「反清郷運動中関於応対被補致各地同志ー一
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封信」

狽 風「反清郷斗争中各支部展開反自首教育」

温 英，「克服清洗工作中的不良傾向」

く信陽通訊＞

長 城，「開陳小地土影哨全支部的教訓」

く京山通訊＞

無名，「一個農民同志在党校的隠人進歩」

夏 菱，「我何的党校（生活剪影之ー）」
（1）;砂（まま）
叶杭，「討論魏西同志的錯誤在党委机関支部」

「涙李ー山同志的信」

浩風「覆孝感任暁仁同志的信一一悠様提高党員

的革命熱情」

黄善平，「分区級幹部第一次測験答案」

文 耀，「名詞解釈，党性 ・組織観念 ・政策，土観.:.l.

義与形式主義」

「給組織員的第七封伝」

く17期＞民国31年3月

呉租胎，「打通調査研究上作中的両堵障壁」

李両膏，「展開調査研究」

「xx党在友軍新年半月遊撃中開）具交友工作的経験

—呉租胎」

陳少敏講，「保衛互作的重要性」

劉慈礼，「同志 ・切莫遅背了仰自己的竹詞，厳守党

的秘密」

済文，「加強地方機関学校的防謀工作」

呉師筑，「加強地方軍的防謀工作」

金錫，「克服我佃鋤奸工作中的不良傾向」

「区党委関於開展春耕運動的指示」

（調介研究部東アジア調介庄 徳川教之）

中国の経済発展と対外貿易

ー一 研究参考資料第62集 ー一一

米沢秀夫編

第1章 中国国民経済発）L位のテンボとその特徴

ー一 指溝原理の確立と工業化：国民経済の発）股テンボとそれを推進する基本方針：工業化とLt1・画化 ・均

衡化政策の推移：社会上義制度下の物資不足間題：経済の波型発）設の原因，およびそれと設イ1iil投

資の関係 ー一

第2章 中国の経済建設と国民生活における物資需給

一 人口問題とエ農業間の労働力配懺：労働者と農民の生活水準：消毀物資の需要と供給 —

第3章 国民経済における対外貿易の役‘剖と貿劫方式

— 中国の対外貿易依存度：対外貿易の発）iをテ ンボと経済成長率 ： パートナー ・ グルー プ別貿易方式と

l その特徴：対外貿易の決済方式：対外貿易における価格の問姪ー一
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